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「山に暮らして」

赤尾袈夫氏（根の上・あかまんま）

4 月第１例会 4 月 12 日（金）ラ・スース ANN

４月から名古屋 YMCA の総主事に着任した中村

隆氏と長浜クラブの伊藤文訓副会長がゲストで出

席されました。中村総主事はスピ リ

ット、マインド、ボティーに世界 的

視野を持った青少年の育成をき ち

っとしたいと述べられました。 昨年の９月、メネ

ット強調月間に野村メネット 事

業主任が長浜クラブを訪れた の

が縁でゲスト参加された伊藤 副

会長は「五つの信条」を唱和していることに触れ長

浜クラブも出席第一を目標にしたいと話されまし

た。

今日の卓話は、いつも根の上でお世話

になっている「あかまんま」の赤尾さん

にお願いしました。

人と自然を繋ぐ仕事をしてみたいとの思いから、

旅行好きからユースホステルを使っての旅行、保古

の湖ユースホステルのペアレントに、独身では出来

ないので幸子さんとの結婚、全国から集ったヘルパ

ーと呼ばれる赤尾さんの仕事を手伝った人たちと

の 28 年間のユースホステルの活動、恵那市がユー

スホステルを閉鎖後、全国から応援に駆け付けた人

たちと手作りのロッジを建て、植物の犬たでの別名

の「あかまんま」と名付け定員 14 名の民宿を始め

た。ロッジの天井には工事のときの彼らの足跡が残

ったままになっているそうだ。

『先日、香嵐渓へカタクリを見にいき、一緒に行っ

た人が「もう花が咲いてないね」と言われ、「花は

咲いている時だけが美しいのではなく、種が落ち、

またそこから芽が出て花が咲く自然界の営みが美

しい」と話した。小さなロッジだが一度遊びにきて

生き様を見てほしい』と話され、最後に友人で恵那

出身の笠木透さんの唄「程ほどの町に住み、程ほど

に暮らしてる、程ほどの仕事して、程ほどにめしを

食う、程ほどの酒を飲み、程ほどの付き合いを、程

ほどに楽しんで、程ほどに生きている、昨日はもう

帰らない、今が人生、今が人生」と熱唱された。

＜鈴木会長からメネット活動支援金が野村靖子主

会長メッセージ ⑪

   会長  鈴木一弘          

独身の頃、私の GW の定番は山登り、

特に八ヶ岳、麓は新緑、尾根は冬景色が楽しめ足繁

く通ったものだ。中央線の車窓からは九分葉桜が楽

しめた。

４月から小学校の副会長、N 市の PTA 連合会理

事になった。隣町の小学校との統合問題、全国大会

の三重県開催とあちこちに駆り出される毎日だ。し

かし、ワイズと同じ「組織」との観点で見れば、な

かなか気になることも多い。

浅学の披歴で恥ずかしいが、市 PTA の上には県

PTA があり、全国組織もあるのも最近知った。気

になるのは上からの動員企画が多いこと。少子化

（＝会員数も減）の時代に、これが結構きつい。ま

た、役員の成り手不足も深刻だ。従来は、自営業者

や地元に勤める公務員、主婦などが担う伝統があっ

た。これも産業構造の変化で崩壊しつつある。時代

にあった組織運営、まだ右も左も分からない新米役

員だが、この言葉が今は頭に浮かんでいる。

現代組織論の創始者であるバーナードは、組織の

基本要素に、共通目的、協働意欲、コミュニケーシ

ョンの三つを挙げた。

私のクラブ会長の任期も残り少なくなったが、反

省すること、学ぶことがまだまだ多い。

メンバーの皆さま、あと暫くのお支えを宜しくお

願いします。

任に贈呈された＞   （浅野猛雄・記）

ＹＹフォーラム 2013 震災から２年

  ～忘れてはいけない まだ出来ること～

３月 20 日、中部評議会に引き続き開催された。

中部や京都のワイズメンとＹスタッフ・リーダー

とともに語り合うＹＹフォーラム。仙台 YMCA の

大村主事、青葉城クラブの清水さん、愛知に避難さ

れている井川さん、福島在住の安藤さん、学生ボラ

ンティアの名城大、中部大、日本福祉大

の大学生、インターアクトの高校生、名

古屋 Y のリーダーがともに語り合い、ここから、

今から出来る事を考え、決して 3.11
のことを忘れないと語り合い、誓いを新

たにした。
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４月第２例会報告 19 日（金）19：00～20：00

名古屋ＹＭＣＡ 出席 10 名・野村ﾒﾈｯﾄ、松本ﾒﾈｯﾄ

①4 月の予定：

・メネット「こころのケアを考える」講習会：

20 日(土)六甲部・神戸 YMCA 27 日(土)九州部

・「春の根の上まつり」：４月 29 日(祝)
②５月の予定：

・第１例会：５月 10 日(金)ラ・スース ANN
「メンバースピーチ MAX」
山村次期会長・深川君・リーダー他

・東日本大震災から学ぶ講演会：５月 11 日(日)
・第２例会：５月 17 日(金)YMCA
・日和田キャンプ場 30 周年記念式：５月 25 日(土)
～26 日(日) 日和田キャンプ場

③６月の予定

・春の国際協力キャンペーン・街頭募金：６月２日

・第１例会は西日本区大会とする。

・第２例会を６月 14 日(金)として、21 日(金)は西日

本区大会の準備作業にする。

・第 16 回西日本区大会：６月 22 日(土)～23 日(日)
④次期クラブ役員について

山村次期会長から各役員の指名があり、原則とし

てその案に従い、一部の変更をした。

⑤西日本区大会役割担当について長谷川実行委員・

会場担当副委員長より原案が示され土曜日が仕

事の都合で出来ない場合は長谷川君と調整する。

⑥第 46 回クラブ総会日程と会場：７月６～７日

名古屋市休養温泉ホーム「松ケ島」（長島）

⑦連絡主事の西日本区大会参加費：研修費より支出

⑧療養中の鈴木浩之君６月末で退会の意向を了承

根の上ワーク：４月８日・20日・21日

前の週の春の嵐でキャンプ場の松の枝が数か所、

折れて落下していた。根の上キャンプは今年で開設

60 年を迎える。４月 29 日の根の上まつりで桜を植

樹するが、それに先立ち、吉野桜を 10 本植えてき

た。キジケ原の山桜は樹勢は回復せず、新たに活力

剤を 10 本注入した。今年の桜の開花は

早く恵那市内は既に満開、

しかし登

山道を登り始めると路肩の桜は

まだちらほら。29 日頃が見頃となりそう。20 日に

山村君が友人と砂利を敷き、21 日には深い霧の中、

砂利をならして道の整備をした。

根の上高原センターから

キャンプ場への道路では

ヤマツツジが咲き始めて

いて、間もなくきれいに

満開となりそうだ。

  （八木武志・記）

      

名古屋クラブメネットナイトに参加して

４月９日(火)18 時半より、名古屋 YMCA 会議室

にて、名古屋クラブのメネットナイトが開催され、

名古屋東海クラブから、野村・杉山・松本メネット

がご招待を受け、お邪魔してきました。

メネットナイトとは、クラブ例会の企画・運営・

設営・進行をすべてメネットの手でおこなうという

ものです。会場は、手作りの食事がたくさん並び、

バイキング形式でおいしくいただきました。卓話で

は新メンバーの義井裕子さんが、ソウルでの日韓ユ

―スセミナーの様子を楽しく語ってくださり時間

があっという間に過ぎました。

名古屋クラブメネット会の成熟した力強さを感

じた例会でした。お招きくださった名古屋クラブメ

ネット会に感謝申し上げます。   (松本淳子・記)

メネット事業「こころのケアを考える」講習会

                 野村靖子

＝４月 20 日(土) 六甲部 神戸 YMCA 三宮本館

チャペルにて＝

震災被災地として経験を持つ神戸で「こころのケ

アを考える」講習会を開催して、はたして受講者が

集まるのか心配しました。

当日、寒の戻りで寒い新神戸駅からトボトボ歩い

て会場の YMCA に向かいました。幸いにも市内の

啓明学院高校の生徒さんが参加され、若い声に励ま

されるように大勢のメネットさんがお越しいただ

き、上野部長以下ワイズ 29 名、学生、リーダー９

名、計３８名のご参加を得て開催できました。

神戸の講習会は従来のプログラムと少し違いま

す。高校生の震災復興支援の報告会を合わせたもの

です。仙台 YMCA に二晩泊り活動された高校生と

リーダーによる発表を１時間組みました。

その日は他の会合があり、メンの参加は少なかっ

たけれども、講師の先生からは「それは被災を想い

出すより、楽しいことが優先されますよ」と慰めの

言葉をいただいて PTSD の怖さを実感しました。

いずれにせよ、他の会合があるなか開催していた

だいた六甲部に改めて感謝申し上げます。
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お誕生日おめでとうございます

メ  ン  ５月 ６日  山田英次君

       ５月 ８日  柴田洋治郎君

       ５月 ８日  東田美保さん

       ５月 12 日  伊藤貴久君

       ５月 12 日  浅野猛雄君

       ５月 13 日  鈴木一弘君

       ５月 25 日  鈴木孝幸君

       ５月 28 日  松本 勝君

メネット  ５月 ３日  野村靖子さん

結婚記念日おめでとうございます

５月 １日  橋爪良和君・圭子さん夫妻

５月 ５日  服部敏久君・正子さん夫妻

今月の西日本区強調月間は

LT(Leader-training)です

「ワイズメンに対するクラブ内のトレーニングが

出来ているでしょうか。ドロップアウトを減らすた

めにも考えてみましょう。」

西日本区理事 故成瀬晃三君（名古屋クラブ）

東海クラブだより

◇４月 14 日(日)午後、中部 EMC セミナーが 31 名

の出席者のもと、米村 EMC 事業主任を講師に迎え

て開かれました。

◇「Extension 新クラブの設立」「Membership
会員間の交流・親睦・意識高揚・新会員獲得」

「Conservation クラブの健全な維持・存続」とそ

の意味の再確認はやはり大切なことだと思いまし

た。

◇特に、今回はワークショップを通じて各クラブの

長所・短所をクラブ員が数値にして共通理解できた

ことは成果でした。ただ、参加者は経験の長いメン

バーばかりでしたので、その他のメンバーも一緒に

なってこのことができればと思います。

◇メンバー間にあるギャップにこそ EMC の大切な

秘密が隠れているのではないでしょうか。

◇我がクラブの弱点はなんでしょうか（松本勝・記）
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1 浅井 秀明 広義会員

2 浅野 猛雄 ○ ○ ○ ○ 2,850
3 伊藤 貴久 ◎ 16,950
4 遠藤 彰一 ○ 12,300
5 柴田洋治郎 ○ ○ Ｍ 22,100
6 菅沼 東平 ○

7 杉山 敏雄 ○ ○ ○ 15,800
8 鈴木 一弘 ○ ○ ○ 6,350
9 鈴木 孝幸 ○

10 鈴木 浩之

11 野村 秋博 メ ◎ Ｍ 9,200
12 橋爪 良和 ○ ○ 5,400
13 長谷川和宏 ○ ○ ○ 6,600
14 服部 敏久

15 東田 美保 ○ ○    550
16 深川 直 ○

17 松本 勝 ◎ ◎ ○ 12,200
18 八木 武志 ○ ○ ○ ○ 4,200
19 山田 英次 ○

20 山村 喜久 ○ ⑥ 1,700
◆2012～2013 年度クラブ役員

会 長：鈴木一弘 副会長：山村喜久 書記：八木

武志 直前会長：柴田洋治郎 一般会計：深川 直

特別会計：鈴木浩之（浅野猛雄） 会計監査：浅野

猛雄 連絡主事：東田美保 メール委員：鈴木一弘

YMCA サービス・ユース：柴田洋治郎・伊藤貴久

ＥＭＣ：浅野猛雄・山田英次  地域奉仕・環境：

松本 勝・服部敏久  交流：野村秋博・橋爪良和・

鈴木孝幸  ファンド：山村喜久・遠藤彰一

広報・ブリテン編集：菅沼東平・深川 直・八木武

志  （発送）：浅野猛雄：長谷川和宏

根の上担当：山村喜久・杉山敏雄・八木武志

メネット連絡員：松本淳子

◆西日本区役員・委員・中部役員

メネット事業主任：野村靖子 メネット書記：松本

淳子 メネット会計：杉山由香里  ワイズメンズ

ワールド編集委員長：野村秋博  区組織検討安全

対策委員：鈴木孝幸  中部直前部長：長谷川和宏

中部ＥＭＣ事業主査：松本 勝

                                                


